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鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査（就学前児童用） 

調査ご協力のお願い 

 皆様には日頃から市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 
 鎌倉市では、子育て支援のための施策を実施していますが、国において平成１５年７月に 
「次世代育成支援対策推進法」が制定され、次世代育成支援のための具体的な「行動計画」

を策定することが定められました。 
 そこで、鎌倉市でも行動計画の策定に向けて、市民の皆様の子育てに関する生活実態やご

意見・ご要望などを把握するため、「鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査」を実施する

こととなりました。 
 この調査は、平成１５年１２月１日現在の住民基本台帳から就学前のお子さんを無作為に

２，０００人抽出し、保護者の皆様にご協力をお願いするものです。ご回答いただいた調査

内容は、市や県や国などの次世代育成支援施策の検討にのみ利用させていただくものであり、

回答者個人が特定されたり他の目的に利用されたりすることは一切ございません。 
 ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお

願い申し上げます。 
平成１６年１月 

鎌倉市長 石渡 德一 

【ご記入にあたってのお願い】 
１．調査票は、お子さんの保護者の方が記入してください。 
   （無記名ですので、氏名・住所の記入の必要はありません） 
２．ご回答は、選択肢に ○ をつけてお選びいただく場合と、数字などを記入していただく場合
があります。 

   ＊ ○ をつけていただく場合は、該当する番号や記号に○をつけてください。 
   また、数字などをご記入いただく場合は、 □ の記入欄に記入してください。 
３．質問によって、 ○ をつける数を「２つまで」などと指定している場合は、指定の範囲内で 
○ をつけてください。 

   また、「その他」をお選びいただいた場合、その後にある（ ）内には、具体的な内容を記
入してください。 

４．数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、２４時間制（例：午後６時→１８時）で記入

してください。 
５．前の設問へのご回答によっては、次の設問に回答していただく必要がなくなる場合がありま

すので、ことわり書きや矢印に従って回答してください。 
   特にことわり書きのない場合は次の設問にお進みください。 
【調査票の回収について】 
 
   月   日   時頃 に回収に伺います。それまでにご記入くださいますよう

お願い申し上げます。 

●本調査の趣旨に関するお問い合わせ先 
鎌倉市こども局推進担当 Tel  0467-23-3000（内線 2651）Fax  0467-23-2125 
●本調査の回収に関するお問い合わせ先 

   ㈱サーベイリサーチセンター Tel  0120-396-740 
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まず、ニーズ調査にお答えいただく前に、封筒のあて名のお子さんとご家族のことについておたずねします。

これは回答を統計的に分析するために使用するもので、個人を特定するものではありません。 
 

封筒のあて名のお子さんとご家族のことについておたずねします。 

 
Ｆ１   封筒のあて名のお子さん（以下は、「該当のお子さん」と言います）の生年月、兄弟姉妹等について記

入してください。（兄弟姉妹の数には該当のお子さんも含めてください。） 
 
    該当のお子さんは、 
 

  平成  年  月生まれ  人兄弟姉妹の  番目 

 
Ｆ２－１ 該当のお子さんと同居されている方すべてに○をつけてください。なお、続柄は該当のお子さんから

見た関係です。   
 

１．父親 ２．母親 ３．兄弟姉妹 ４．祖父 ５．祖母 ６．その他 

 
続いて、同居している家族全員（ご両親と該当のお子さんを含む）の人数を記入してください。 

 

家族全員で、  人 

 
Ｆ２－２ この調査に回答してくださっている方に○をつけてください。（○は１つ） 
 

１．父親 ２．母親 ３．兄弟姉妹 ４．祖父 ５．祖母 ６．その他（     ） 

 
Ｆ３－１ 家庭での子育ての分担の状況は、次のうち、どれにあたりますか。（○は１つ） 
 

１．父親が主 

２．母親が主 

３．祖父母が主 

４．その他（            ） 

 
Ｆ３－２ 祖父母や親族等による、子育てに対する支え（育児を手伝ってくれることなど）がありますか。（○は

１つ） 
 

１．日常的にある 

２．困ったときだけある 

３．ない 
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Ｆ４  現在お住まいの地域は、次のうち、どれにあたりますか。（○は１つ） 
 

１． 鎌倉地域 ２． 腰越地域 

３． 深沢地域 ４． 大船地域 

５． 玉縄地域  地域がお分かりにならない方は 16ペ
ージをご参照ください。 

 
Ｆ５  現在のお住まいは、次のうち、どれにあたりますか。（○は１つ） 
     

１． 持家（一戸建） ２． 持家（分譲マンションなどの集合住宅） 

３． 民間の借家（一戸建） ４． 民間の借家（賃貸ﾏﾝｼｮﾝ・ｱﾊﾟｰﾄなどの集合住
宅） 

５． 公団・公社・公営の賃貸住宅・アパート ６． 社宅・公務員住宅などの給与住宅 

７． 住み込み・寮・寄宿舎など ８． その他 （              ） 

 
Ｆ６  該当のお子さんの父母のそれぞれの職業は、次のうち、どれにあたりますか。（○は父親、母親それぞれ

１つずつ） 
 

父親 母親 

１．常勤（フルタイム） １．常勤（フルタイム） 

２．パート・アルバイト ２．パート・アルバイト 

３．自営業・家業従事・自由業 ３．自営業・家業従事・自由業 

４．内職・在宅就労 ４．内職・在宅就労 

５．専業主夫 ５．専業主婦 

６．無職（求職中を含む） ６．無職（求職中を含む） 

７．その他（             ） ７．その他（             ） 

８．いない ８．いない 

 
Ｆ７ 世帯の年収は、次のうち、どれにあたりますか。（○は１つ） 
 

１． ～２００万円未満 ２． ２００～３００万円未満 ３． ３００～４００万円未満 

４． ４００～５００万円未満 ５． ５００～７００万円未満 ６． ７００～１，０００万円
未満 

７． １，０００万円以上 
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ここから質問に入ります。まず、子育てについてのお考え等についておたずねします。 

 
Ｑ１－１ あなたは、子どもを育てている現在の生活に、満足していますか。（○は１つ） 
 

１．満足している 

２．どちらかといえば満足している 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば満足していない 

５．満足していない 

 
Ｑ１－２ 子育てをしてよかったこと、嬉しかったことは何ですか。（○は３つまで） 
 

１．子どもを持つ喜びが実感できたこと ２．子どもの成長 

３．子育てを通じ自分も成長できたこと ４．配偶者との関係がよくなったこと 

５．家族間の会話が増えたこと ６．家庭が明るくなったこと 

７．子育てを通じ友人が増えたこと ８．自分の親への感謝の念が生まれたこと 

９．その他（                                     ） 

 
Ｑ１－３ 「子どもを生み育てること」を、今の社会は十分に評価していると思いますか。（○は１つ） 
 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 
Ｑ２  該当のお子さんの子育てにかかる費用は 1 ヶ月いくら位ですか。□の中におおよその金額を記入して

ください。 
 

約  万円 

 
 
 
 



Ｑ３－１ あなたにとって理想的な子どもの人数は何人ですか。また、あなたは全部で何人の子どもを持つつも

りですか。（○は「①理想的な子どもの人数」、「②持つつもりの子どもの人数」それぞれ１つずつ） 
 

①理想的な子どもの人数  
②持つつもりの子どもの人数 

１．１人  
１．１人 

２．２人  
２．２人 

３．３人  
３．３人 

４．４人  
４．４人 

５．５人  
５．５人 

６．その他（       人）  
６．その他（       人） 

 
 
【次のＱ３－２は、Ｑ３－１で「②持つつもりの子どもの人数」が、「①理想的な子どもの人数」より少ない方

におたずねします】 
 
Ｑ３－２  持つつもりの子どもの人数が、理想とする子どもの人数より少ないのはどうしてですか。次のうち、

あてはまる理由すべてに○をつけ、最大の理由には◎をつけてください。

 

１． 子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２． 家が狭いから 

３． 自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４． 子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 

５． 自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６． 高年齢で産むのはいやだから 

７． これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

８． 健康上の理由から 

９． 欲しいけれどもできないから 

１０．配偶者の家事・育児への協力が得られないから 

１１．配偶者が望まないから 

１２．定年退職までに、一番末の子が成人してほしいから 

１３．その他（                              ） 

 
 

5 



6 

次に、妊娠・出産・育児についておたずねします。 

 
Ｑ４－1  お子さん（該当のお子さんに限りません）が産まれる前に、母親教室・父親教室などに参加したこと

がありましたか。（○は１つ） 
 

１．あった 

２．なかった 

 
続いて、母親教室・父親教室などに参加したことがあった方におたずねします。「母親教室・父親教

室などに参加したこと」が役に立ちましたか。（○は１つ） 
 

１．役に立った ２．どちらかといえば役に立った 

３．どちらかといえば役に立たなかった ４．役に立たなかった 

 
Ｑ４－２  お子さん（該当のお子さんに限りません）を妊娠中、母親が、精神的に不安定になったことはありま

すか。（○は１つ） 
 

１．よくあった ２．時々あった  

３．ほとんどなかった ４．なかった 

  
 続いておたずねします。 
  お子さん（該当のお子さんに限りません）の出産後 1ヶ月くらいの間、母親が精神的に不安定になっ

たことがありますか。（○は１つ） 
 

１．よくあった ２．時々あった 

３．ほとんどなかった ４．なかった 

 
Ｑ４－３ 妊娠中や出産後のサポートとして、どのようなサービスが重要だと思いますか。（○は２つまで） 

 

１． 母親の健康面の相談 ２． 赤ちゃんの育児相談 

３． 助産師・保健師等の家庭訪問による指導 ４． 赤ちゃんの沐浴などのヘルパー 

５． 子育て経験者から気軽に話しを聞ける場
や機会の提供 ６． 子育て中の人との交流 

７． その他（                                     ） 
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Ｑ４－４ 該当のお子さんが赤ちゃんの時、主な寝かせ方はどうでしたか。（○は１つ） 
  

１．あお向け寝 ２．うつぶせ寝 

３．決めていなかった ４．その他（             ） 

 
Ｑ４－５  該当のお子さんは、毎日朝食を食べていますか。（○は１つ） 

 

１．毎日食べている ２．週４日～６日は食べている 

３．食べる日は週３日以下 ４．離乳前 

 
Ｑ４－６  次の（Ａ）～（Ｃ）はどれも事故防止や健康のための対策ですが、該当のお子さんが赤ちゃんのとき

に、意識して行っていた、または現在行っていることを、それぞれ、「１．はい」、「２．いいえ」、また

は「３．その他」の中からお答えください。 
 

（Ａ） ボタンや電池などの誤飲や水の事故な
どの防止に配慮する １．はい ２．いいえ  

（Ｂ） 家庭内ではタバコを吸わない １．はい ２．いいえ ３． その他（もともと
吸わない） 

（Ｃ） 車で外出する際にはチャイルドシート
を着用する １．はい ２．いいえ ３． その他（車を持っ

ていない） 
 

Ｑ５－１  該当のお子さんのかかりつけの医者がいますか。（○は１つ） 
 

１．いる 

２．いない 

 
Ｑ５－２  休日や夜間にお子さん（該当のお子さんに限りません）が病気になったときに受診できる医療機関を

知っていますか。（○は１つ） 
 

１．知っている 

２．知らない 

 
Ｑ６－１ 子育てでどうしていいかわからなくなることがありますか。（○は１つ） 
  

１．よくある ２．時々ある  

３．ほとんどない ４．ない 
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Ｑ６－２ やる気がおこらず、お子さん（該当のお子さんに限りません）の世話をしたくないときがありますか。 
（○は１つ） 

  

１．よくある ２．時々ある  

３．ほとんどない ４．ない 

 
Ｑ６－３ 自分は、子どもを虐待していると思うことがありますか。（○は１つ） 
  

１．よくある ２．時々ある  

３．ほとんどない ４．ない 

 
 

【次のＱ６－４は、Ｑ６－３で「１．よくある」、「２．時々ある」と答えた方におたずねします】 
 

Ｑ６－４  子どもを虐待していると思うのは、どのような時ですか。（○は２つまで） 
 

１． 子どもを叩いたり、つねったりする ２． 食事を与えない、お風呂に入れないなど
世話をしない 

３． 何度でもできるまでやらせるなど厳しく
しつける ４． 言葉による脅しや子どもからの働きか

けの無視 

５． その他（                                   ） 

 
Ｑ７  日常の子育てを楽しく、安心して行うために必要なサービスはどのようなものだと思いますか。 

（○は３つまで） 
 

１． 親の不安や悩みの相談 ２． 子育てに関する総合的な情報提供 

３． 子育て中の親同士の仲間作り ４． 子育てについての講座 

５． 子どもの発達や幼児教育のプログラム

の提供 ６． 子どもを遊ばせる場や機会の提供 

７． 親のリフレッシュの場や機会の提供 ８． 父親の育児参加に関する意識啓発 

９． 子どもの病気や障害についての相談 １０． 特にない 

１１． その他（                                  ） 

 
 
 
 
 
 
 



9 

 
 
次に子どもの教育や保育についておたずねします。（現在、幼稚園や保育所等を利用していない方

も、ご回答下さい） 
 
 
Ｑ８－１  幼児期の教育について、幼稚園や保育所等に特に何を望みますか。（○は２つまで） 
 

１． 人間形成の基礎を培う ２． 社会性の育成（友だちづくり、集団のル
ール等） 

３． 基本的な生活習慣の確立 ４． 幼児期に必要な体験 

５． 運動能力や体力の向上 ６． その他（            ） 

 
Ｑ８－２  お子さん（該当のお子さんに限りません）が満３歳になった時点で、年度途中でも幼稚園に入園でき

る制度を導入している幼稚園もありますが、この制度の利用について、どのように思いますか。 
（○は１つ） 

 

１．利用したい（利用したかった） 

２．利用したいとは思わない（可能でも利用しなかったと思う） 

３．幼稚園を利用する予定はない（これまでも利用してこなかった） 

４．その他（                                    ） 

 
Ｑ８－３  預かり保育を実施している幼稚園もありますが、その制度を知っていましたか。（○は１つ） 
 

１．知っていた 

２．知らなかった 

 
Ｑ８－４  幼稚園の預かり保育について、どのようにお考えですか。次のうち、あてはまるものすべてに○をつ

けてください。 
   

１． 正規の開園時間前の預かり保育をしてほしい  →  時ころから 

２． 正規の開園時間後の預かり保育をしてほしい  →  時ころまで 

３． 土曜日の預かり保育をしてほしい ４． 日曜日や祝日の預かり保育をしてほしい 

５． 夏休みなど長期休暇中の預かり保育をし
てほしい ６． 預かり保育を実施することは望ましくな

い 

７． その他（                                     ） 
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Ｑ９－１  該当のお子さんについて、現在、平日の保育に関するサービス（一時的な利用は除きます）を利用

していますか。次のうち、主に利用しているものに○をつけてください。（○は１つ） 
 

１．保育所 ２．幼稚園（預かり保育を含む） 

３．認定保育施設（保育室） ４．家庭保育福祉員（保育ママ） 

５．その他の私設保育施設（注） ６．ファミリー・サポート・センター 

７．その他（                                    ） 

８．利用していない（もっぱら家庭で育てている）→【Ｑ９－３へお進みください】 

（注）私設保育施設：いわゆる認可外保育施設のこと 
 

続いて、Ｑ９－１で答えた保育に関するサービスを利用している日数とその時間帯を記入してくだ

さい。 
 

日 数：  週 
  

 日くらい 

 

時間帯： 
  

時 
 

分ころから 
  

時 
 分ころまで 

（２４時間制で） 

 
Ｑ９－２  Ｑ９－１で答えたもの以外にも、平日の保育に関するサービスを利用していますか。次のうち、主

に利用しているものに○をつけてください。（○は１つ） 
 

１．保育所 ２．幼稚園（預かり保育を含む） 

３．認定保育施設（保育室） ４．家庭保育福祉員（保育ママ） 

５．その他の私設保育施設（注） ６．ファミリー・サポート・センター 

７．その他（                                    ） 

８．Ｑ９－１で答えたサービスのみ利用している → 【Ｑ１０－１へお進みください】 

（注）私設保育施設：いわゆる認可外保育施設のこと 
 

続いて、Ｑ９－２で答えた保育に関するサービスを利用している日数とその時間帯を記入してくだ

さい。 
 

日 数：  週 
  

 日くらい 

 

時間帯： 
  

時 
 

分ころから 
  

時 
 分ころまで 

（２４時間制で） 

 
 
 



【次のＱ９－３は、Ｑ９－１で「８．利用していない（もっぱら家庭で育てている）」と答えた方におたずねし

ます】 
 
Ｑ９－３  現在、平日に保育に関するサービスを利用していない理由は何ですか。次のうち、あてはまるもの

すべてに○をつけてください。 
 

１．利用の必要がないから ２． 利用資格がないから 
（子どもの年齢や親の就労状況など） 

３．定員に空きがないから ４． 近くに施設がないから 

５．利用時間があわないから ６． 利用料が高いから 

７．その他（            ）  

 
 
Ｑ１０－１ 希望どおり保育に関するサービスを利用できるとしたら、該当のお子さんの平日の保育について、

保育に関するサービス（一時的な利用は除きます）を利用したいと思いますか。 
 

１．利用したい → 利用したい日数とその時間帯は？  

                                 ↓ 

日 数：    週 
  

 日くらい  

 

時間帯： 
  

時 
  

分ころから 
  

時 
 分ころまで 

（２４時間制で） 

 
続いておたずねします。いずれの保育に関するサービスも、Ｑ１０－１で答えた日数と時間帯で利

用できるとしたら、どのような保育に関するサービスを利用したいと思いますか。 
 

第１希望     第２希望  
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＊ 次の中から選んで、上の表に、番号を１つずつ記入してください。 

 

１．保育所 ２．幼稚園（預かり保育を含む） 

３．認定保育施設（保育室） ４．家庭保育福祉員（保育ママ） 

５．その他の私設保育施設（注） ６．ファミリー・サポート・センター 

７．その他（                                    ） 

（注）私設保育施設：いわゆる認可外保育施設のこと 
 

２．利用したくない → 【Ｑ１１－１へお進みください】 
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Ｑ１０－２ 平日の保育に関するサービス（一時的な利用は除きます）を利用したい方で、ふだん主に該当のお

子さんの面倒をみている方に、次のような事情があれば、あてはまるものに○をつけてください。 
（○は１つ） 

 

１． 現在就労している ２． 就労予定がある／求職活動中である 

３． （求職活動は行っていないが） 
できるだけ早く就労したい ４． 保育サービスが利用できれば、就労した

い 

５． そのうち、就労したい ６． 就労していないが、子どもを預けたい 

７． 家族・親族などを介護しなければなら

ない ８． 保護者が病気や障害を持っている 

 
 
Ｑ１１－１ 該当のお子さんについて、土曜日に、保育に関するサービスなど（一時的な利用は除きます）を利

用したいと思いますか。（○は１つ） 
 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月１～２回利用したい 

３．利用したくない 

 
続いて、利用を望まれる場合、ご希望の時間帯を記入してください。 

 

時間帯： 
  

時 
 

分ころから 
  

時 
 分ころまで 

（２４時間制で） 

 
Ｑ１１－２ 該当のお子さんについて、休日（日曜日、祝日）に、保育に関するサービスなど（一時的な利用は

除きます）を利用したいと思いますか。（○は１つ） 
 

１．ほぼ毎週利用したい 

２．月１～２回利用したい 

３．利用したくない 

 
続いて、利用を望まれる場合、ご希望の時間帯を記入してください。 

 

時間帯： 
  

時 
 

分ころから 
  

時 
 分ころまで 

（２４時間制で） 

 
 
 
 
 



次に、家庭の事情等で子どもを一時的に預かったり、病気回復期に保育をするサービスの利用の希

望等について、おたずねします。 

 
 
 
 
Ｑ１２－１ この１年間に、冠婚葬祭、保護者・家族の病気・入院・通院、子どもの学校の用事などのやむを得

ない事情で、ふだん主に該当のお子さんの面倒をみている方が、日中に該当のお子さんの面倒をみら

れなくなったことはありますか。 
 

１．あった → 具体的な対処方法とそれぞれのおおよその日数は？

 

１． 保育所の一時保育、ファミリー・サポート・センター事業等を
利用した日数  約  日 

２． 幼稚園の預かり保育を利用した日数  約  日 

３． 家族がみたり、親戚・知人等に預けた日数  約  日 

３の難しさは？ ア 非常に困難 イ 困難 ウ どちらかというと困難 エ 特に困難ではない 

13 

４． 子どもを同行させた日数  約  日 

５． 子どもだけで留守番をさせた日数  約  日 

 

２．なかった  

 
Ｑ１２－２ 該当のお子さんを家族・親族以外の誰かに預けて、美容院、習い事、スポーツ、会合などの私的な

用事を足したり、育児疲れをリフレッシュしたいと思うことはありますか。 
 

１．ある → ひと月  日くらい、1日平均  時間くらい 

 
続いておたずねします。該当のお子さんを預けるとしたら、次のうち、どのサービスを利用したい

と思いますか。利用したいサービスすべてに○をつけてください。 
 

１． 保育士や子育て経験者等が、自宅にきて、子どもをみてくれるサービス 

２． 幼稚園や保育所等で子どもを預かってくれるサービス 

３． 保育士や子育て経験者等が、その人の自宅で、子どもを預かってくれるサービス 

４． 近所の知り合いが子どもをみてくれるサービス 

５． その他（                                 ） 

 

２．ない  

 
 



Ｑ１３  この 1年間に、保護者の病気や出産などのやむを得ない事情により該当のお子さんを泊まりがけで
預けなければならないことはありましたか。 

 

１．あった → 具体的な対処方法とそれぞれのおおよその日数は？

 

１．家族がみたり、親族・知人に預けた日数  約  日 

１の難しさは？ ア 非常に困難 イ 困難 ウ どちらかというと困難 エ 特に困難ではない 
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２．子どもを同行させた日数  約  日 

３．子どもだけで留守番させた日数  約  日 

４．その他（                         ）  約  日 

 

２．なかった  

 
Ｑ１４  この 1年間に、該当のお子さんが病気や病気回復期にあり、保育所、私設保育施設（いわゆる認可

外保育施設）や幼稚園を休んだことはありましたか。 
 

１．あった → 具体的な対処方法とそれぞれのおおよその日数は？ 

 

１．家族や親族・知人等が子どもの面倒をみた日数 約  日 

１の難しさは？ ア 非常に困難 イ 困難 ウ どちらかというと困難 エ 特に困難ではない 

２．いつもとは別の施設など有料のサービスを利用した日数 約  日 

３．子ども連れで出勤、仕事をした（在宅勤務を含む）日数 約  日 

４．子どもだけで留守番をさせた日数 約  日 

 

２．なかった  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
Ｑ１

 

 
Ｑ１

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

最後に、まちづくりや職場環境など幅広い子育ての環境や社会全体としての次世代育成支援（子育

て支援）のあり方についておたずねします。 
５   子育てを行っていて、特に困ること、困ったことは次のうちどれですか。（○は３つまで） 

１． 子どもが安全に通れる道路がないこと 

２． 交通機関や建物、道路について構造や放置自転車が多いことなど、ベビーカーでの移動に不自

由なこと 

３． 安心して子どもを遊ばせられる場所がないこと 

４． いざというときに子どもを預かってくれる人がいないこと 

５． 子育ての経験者や先輩ママと知り合えないこと 

６． 親自身が友達を作れる場や機会がないこと 

７． 周囲の人が子ども連れを温かい目で見てくれないこと 

８． 公共施設や公共機関に子ども連れに対しての理解があまり無いこと 

９． 暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配なこと 

１０． その他（                                     ） 

１１． 特にない 

６－１  近年、子育て中の家庭での父親不在（父親が、子育てにあまりかかわらない、かかわる時間がな
いこと）が問題となっていますが、このことについてどう思いますか。（○は１つ） 

１．社会的にも問題だし、わが家でも問題である 

２．社会的には問題だが、わが家にはあてはまらないと思う 

３．子育ては母親が中心となって行えばよいので、あまり大きな問題ではないと思う 

４．その他（                                      ） 
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Ｑ１６－２  父親が子育てにかかわりづらいのは、どうしてだと思いますか。（○は２つまで） 
 

１．残業などが多く、仕事を優先せざるをえないこと 

２．通勤時間が長いこと 

３．子どもや家庭のことで休みをとることに職場の理解を得にくいこと 

４．父親として具体的に何をすべきかよくわからないこと 

５．男性が育児にかかわることを恥ずかしいと思う意識が男性にあること 

６．男性が育児にかかわることを特別視する風潮が世間にあること 

７．その他（                                      ） 

 
Ｑ１７  安心して子どもを産み、健やかに育てていくための行政の施策や、社会の制度のあり方などについ

て、特に望むことやご意見がありましたら、自由に記入してください。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［参考］ 
地域の範囲 

鎌倉地域 

十二所、浄明寺一丁目～浄明寺六丁目、二階堂、西御門一丁目、西御門二丁目、雪ノ下一丁

目～雪ノ下五丁目、雪ノ下、扇ガ谷一丁目～扇ガ谷四丁目、小町一丁目～小町三丁目、大町

一丁目～大町七丁目、材木座一丁目～材木座六丁目、由比ガ浜一丁目～由比ガ浜四丁目、御

成町、笹目町、佐助一丁目、佐助二丁目、長谷一丁目～長谷五丁目、坂ノ下、極楽寺一丁目

～極楽寺四丁目、稲村ガ崎一丁目～稲村ガ崎五丁目 

腰越地域 腰越一丁目～腰越五丁目、西鎌倉一丁目～西鎌倉四丁目、津西一丁目、津西二丁目、腰越、

津、七里ガ浜東一丁目～七里ガ浜東五丁目、七里ガ浜一丁目、七里ガ浜二丁目 

深沢地域 梶原一丁目～梶原五丁目、梶原、寺分一丁目～寺分三丁目、寺分、山崎、上町屋、手広、 
笛田一丁目～笛田六丁目、笛田、常盤、鎌倉山一丁目～鎌倉山四丁目 

大船地域 
山ノ内、台二丁目～台五丁目、台、小袋谷一丁目、小袋谷二丁目、小袋谷、大船一丁目～ 
大船六丁目、大船、高野、岩瀬一丁目、岩瀬、今泉一丁目～今泉五丁目、今泉台一丁目～ 
今泉台七丁目 

玉縄地域 台一丁目、岡本一丁目、岡本二丁目、岡本、玉縄一丁目～玉縄五丁目、植木、城廻、関谷 
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